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第１２回山口県学童保育講座が開催されました！！

世良会長あいさつ

分科会の案内板・手作り作品コーナーの掲示板

全体会「子どもとの関わり方～すべての子どもに共通する魔法の言葉かけ～」

当日は、手作り感満載のかわいい

案内板や講座案内が立ち並ぶ研修会

となりました。作成にあたったのは下

松市の指導員さんたちです。発案から

作成まで、寝る間も惜しんでの連日の

作業となりましたが、そのおかげです

ばらしい学童保育講座ができました。

本当にありがとうございました！！

11月9日（日）に第12回山口県学童保育講座が開催されました。当日は県内県外合わせて過去最高の

187名の参加がありました。主に県内の指導員さんが参加して、一日を通して学童保育について学べた

研修会となりました。

また、今回は山口県内すべての自治体から後援を頂くことができました。

全体会は毎年分科会の講師で

お世話になっている前崎勝則先

生（周南総合支援学校教諭・地

域コーディネーター）をお招きし

て、子どもとの関わり方について

講演をしていただきました。

「今日の講演では資料を使い

ません。資料は見ないでください。

帰ってから今日の話を思い出す時に、資料を見返してください。」と話され、講演中は話をしっかり聞い

て、明日からの保育に役立ててほしいと、参加者の皆さんに全力で言葉をぶつけてくれました。

子どもとの関わりで重要な考え方は「なんで？」ではなく「どうして？」です。困った行動には何かしら

の理由があります。「どうしてそういうことをするのだろう？」という子ども自身の行動に隠されている本

当の思いに心を向けることが重要なんです。特に「どうしたらその行動が止まるのか？」という方法論で

はなく、「どうしてそうなるのか？何が原因なのか？」という考え方が必要なのです。

どこを褒めたらいいのかわからない場合は、普通を評価することが大事!!「うんっそれでいいよ！」

「○○ができてるね」などそのままを評価することで、子どもは自分のしていることに自信が持てます。

そして自己肯定感が育ってきます。「さすが！」「上手だね」などの上から目線での褒め言葉では、もっ

と頑張らなければいけないとそれがプレッシャーとなり、つぶれてしまう場合があるとのことでした。

「毎日、子どもと出会うときは目を開いて、口を開けて、うん！とうなずく、これが基本です。さあ

みんなで練習しましょう！」ではじまった会場全体での練習では、会場中が「うん！」で一つになり

ました。前崎先生の講演はとても面白いので、会場からは数分おきに笑い声が・・・。また、具体的な事

例を交えて話されるのでとても分かりやすく、参加者からのアンケートでは、また話を聴きたいとの意見

が多数ありました。



第２分科会
「実践を考える～学童保育での子どもたちとの関わり方～」

講座前日の実践交流会！！

学童保育講座反省会

実践交流会の様子

講師は全体会に引き続き前崎勝則先生です。前半は先生の実践

を通したお話、後半は参加者からの質問に対してお答えしていただ

きました。

全体会のテンポの良い勢いは衰えることはなく、軽快なお話に参

加者は聞き入り時間が経つのが早く感じるほどでした。

後半の質問では、時間の許す限り保育上の問題解決に助言くださ

いました。保育が大変なのはわかります。しかし、本当に困っている

のは子ども自身です。その子にどう向き合い、どう言葉掛けをする

のか改めて考えることができました。

最後に先生のメールアドレスを公開してくださり「困ったときはいつ

でもどうぞ」と心強い応援団を得た気がします。

（世話人 柳田）

※来月号では他の分科会の報告レポートを掲載します。

11月8日（土）15時から約２時間、講座前日イベントである実践交流会が行われました。

県内からは岩国、下松、下関、光、美祢と講座実行委員さんを中心に集まり、また講師の先生を

含む東京、埼玉、愛知からも参加があり、20名で保護者との関わりというお題で意見交換を行いました。

保護者をどこまで支援するか？個人的な関わりをどこまでにするか？虐待に対してどういう対応をして

いくのかなど、様々な問題が提起されました。

ある指導員さんは、保護者から「このままでは子育てができない」

との深刻な相談を受け、親子の生活を支えるために指導員仲間と家

の片付けをしました。しかし、行政からの協力は得られませんでした。

仕事としての位置付けもされず、年度が変わり異動となりました。それ

からはなかなか関わることができない状態で、非常に気になるし残念

だと話されていました。

また、虐待などの事例も多く語られ、あっという間に2時間が過ぎまし

た。皆さんで様々な問題を共有できる実践交流会でした。

第１回講座実行委員会

日程 ２０１５年１月１８日（日）

９時３０分～１１時３０分

場所 山口県セミナーパーク

研修室２２０

内容 第１３回講座について

・開催日程、講座内容

１１月にアンケートを記入いただ

いた方には案内を郵送でお送り

します。講座実行委員として、一

緒にがんばりましょう！！

10月30日（木）に、来年度から始まる放課後児童支援員認定

資格研修について県担当課と懇談しました。

１１月３０日（日）に実行委員さ

んたちが集まり、第１２回山口

県学童保育講座反省会を行い

ました。

「あれは違っとった」「もっとこ

うした方がいいかもしれん」など

たくさんの意見が出ました。

実践を振り返り反省をして、来

年度は１２回を超えた学童保育

講座になるよう頑張ります。

『日本の学童ほいく』月刊誌購読拡大を！！
「日本の学童ほいく」誌は、働きながらの子育てや、指導員の実践、

学童保育をよりよくしていく活動などに役立つ雑誌です。

国や自治体の動き、各地域での取り組み、全国学童保育連絡協

議会の活動など、最新の情報を掲載しています。また、売上の一部

は山口県学童保育連絡協議会の財政に充てられます。講座や研修

会などをより充実させるためにも、一人でも多くの方に購読をお願

いします。

年度途中からでも購読可能です。指導員仲間や保護者、学童保

育関係者へ広めていきましょう!!


